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「テモテへの第一の手紙」6 章 11 節か

ら 16節までを朗読。 

 

 12 節「信仰の戦いをりっぱに戦いぬい

て、永遠のいのちを獲得しなさい。あな

たは、そのために召され、多くの証人の

前で、りっぱなあかしをしたのである」。 

 

 この記事はテモテというパウロの愛弟

子に宛てて語られた手紙の一節でありま

す。テモテという人は両親もイエス様の

救いにあずかったクリスチャンホームに

育った人物であります。大変素直な、良

い信仰を持った人物ではありましたが、

パウロにはもう一つ物足りないと思うと

ころがありました。それはあまりにも優

しすぎるのです。一方、先生であるパウ

ロという人は、ご存じのように非常に強

い人でありまして、しっかりと信仰に立

ったら揺るがない、頑（がん）とした強さ

があります。極めてテモテとは好対照で

して、そういうところがちょっと弱い。

ですからパウロとしては、良いのだけれ

どももう一つ物足りない、パウロはまる

で我が子のようにテモテを愛しておった

のです。何かにつけていろいろ助言もし、

また手助けをし、教え、語っています。

この『テモテへの第一の手紙』をお読み

いただければ、そこに細かく具体的な歩

み方について語っています。 

 

 これはまた私たちの信仰生活の指針と

いいますか、一つのモデルでもあります。

だから、「テモテへの第一」と「第二」

の二つの手紙が残されています。その中

に「こういうことは自分の生活にもある

な」と思うことが具体的に多々あります

から、しっかりとお読みいただきたいと

思います。昔の話としてではなく、いま

自分に語られていることとして読んでい

ただいたらいいと思います。この二つの

テモテへの手紙は、神様が私に語ってい

らっしゃる、主に仕えていく僕（しもべ）

としての歩み方について、大変示唆を与

えてくれ、励まし、また教えてくれる記

事であります。 

 

その中で「信仰の戦い」について語ら

れています。信仰生活は、安心立命とい

う、よく言われるように、神仏をまじめ

に拝み、また信心を持ちさえすれば、生

活は事もなく、問題もなく、悩みもなく、

ことごとく順調に行ってくれるであろう

と、そういうことを期待するのが、世間

一般の信仰というものです。私どもも神

様を知らなかった、イエス様のことも知

らなかった時代を過ごして、不思議な導

きによって、今はイエス様を救い主と信

じる信仰に立たせていただいた。また万

物を創造され、全能なる力の神様がいま

すこと、神様は、絶えず私たちの内に神

の霊を、力を注いで、神様の御心にかな

うもの、神様の願っている者へと私たち

を造り替えてくださる、と信じて歩んで

いる今の時であります。現実の生活には

次から次へと悩みがあり、艱難があり、

心配があり、思い煩うことが数多くあり

ます。「いくら信仰していても何の役に
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も立たん」と、時にそういうことを言わ

れます。「ちっとも変わらない」「何年

話を聞いていても、いつまでも心配は心

配、悩みは悩み、それは一向に減ること

はないではないか」という。 

 

ところがここに「信仰の戦い」とある

ように、実は神様を信じ、イエス様を救

い主と信じて、常に神様との交わりの中

に生活して行く時、それは平坦なこと、

たやすいことでないことは事実です。「何

がか？ 」というと、私たちはこの世でな

お、肉体をもって生きている。どうして

も生まれながらの肉性といいますか、自

分の持っている肉の力、生まれながらの

神様を認めようとしない、神様を押しの

けようとする力、そういうものに私たち

が縛られて、生きてきた。そして確かに

今はイエス様の十字架によって古い自分

に死んで、今はよみがえった主イエス・

キリストが私たちの内にあって生きて下

さる。キリストが命となって生かされて

いると信じてはいますが、しかし、現実

の実際的な日々の歩みには、やはり目に

見える事情、境遇、また聞くおとずれ、

また置かれた様々な解決しなければなら

ない問題や、迫られる一つひとつの出来

事があります。そこで大切なことは、そ

の具体的な日々の問題や悩みや思い煩い

の中にあって、目に見えない神様をどの

ように信頼し、そこに自分の心を、思い

を全面的に懸ける。神様に委ねきって行

くかどうか、これが問われます。だから、

朝起きてから夜寝るまで、いろいろなこ

とで、小さなことも大きなことも、そう

いう問題にあって常に問われます。「あ

なたはそれで良いのか？」と。イエス様

を信じなかったら、イエス様のことを知

らなかったら、神様のことも知らなかっ

たら、平気でおられたはずのことが、つ

い聖書を読んでしまったがために、「や

っぱり、これはいかんのではないか」「こ

ういう私の心は、イエス様の思いとは違

うな」と、あるいは「神様が私に求めて

いるのは、こうでないよね」と、いろい

ろなことでチクリチクリと、イエス様が

時々邪魔をしてくる。邪魔をするという

か、むしろ本来はイエス様の側に私たち

が立つことが幸いな道ですが、そこが実

は戦いです。それは日々の生活の具体的

な一つ一つの中で出てくる事です。だか

ら、何も事がなくて、ただ平穏無事に、

穏やかな生活、「これでもう感謝、感謝」

と言えるならばそれは幸いだと思います

が、なかなかそうは行かない。……行か

ないですね。平穏無事で、事のない日々

を過ごしたいと思いながらも、次々と問

題が起こってくる。実はこれが信仰の戦

いであると同時に、神様が私たちに求め

ている事でもあります。そういう日々の

小さな出来事、日常茶飯な出来事の中で、

常に「神様はどの道を歩まされようとさ

れるのか？」。私がしたいと思う、私は

こうありたい、私はこうなりたいという

願いといいますか、私たちの感情である

とか、情動、情欲であるとか、いろいろ

なものが身についている。どうしてもた

やすくそちらへ引かれていくのです。人

情であるとか、友情であるとか、この世

の中の様々な関係、人間関係の中で、「あ

の人がああ言うから仕方がない」「この

人がこう言うからこうしよう」「あの人
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が怖い」とか、恐れがあります。また自

分のプライドという、しようもないもの

があり、「私はこういう身分……」「私

はこういう氏素性の者」「こういう人生

を歩んで来た」「私にはこんな経験があ

るから、そんなことはできない」とか、

いつも自分の中で働く力がある。神様を

畏れ、「神様はどう求められるか？」 と

いうことよりも、他のことで心が右往左

往する。これが私たちの日々の現実であ

ります。いろいろなことで右にするか、

左にするか、進むか、とどまるか、常に

選択と決断に迫られます。つい、生まれ

ながらの習い性といいますか、私たちは

肉にあって生きていますから、肉の思い

のほうが先立つわけであります。感情の

ほうが先、情愛とか、そういうものが出

てきます。どういうふうにそれを自分の

中で受け止めるか？これが実は戦いです。

というのは、神様の御思いでない、人の

思い、神様を私たちから消し去ってしま

うような力が働いてくるからです。この

信仰の戦いを戦うことが求められている

のです。しかも、それは外側にある「あ

の人と戦う」「この人と戦う」「この制

度と……、この社会の仕組みと……、こ

ういう組織と戦う」というものではあり

ません。そういう時代も確かにあるには

あったでしょう。またこれからあること

も確かだと思います。 

 

かつてキリシタン弾圧という、クリス

チャンが迫害を受けた時代があります。

もちろん今でも世界では、なおそういう

宗教対立といいますか、宗派間の対立に

よって教会が焼かれたり、また捕らえら

れて殺されるというような事件も多発し

ます。幸い今、私たちは日本に住んでい

て、『信教』の自由といいますか、何を

信じても、どういう思想、信条の下にあ

ろうとも、これは許される時代になって

いますから、自分の外側の勢力、力と対

抗し合う、そういう構図にはなっていま

せん。しかし、そういう時代がかつてあ

ったことは、皆さんもご存じの通りであ

ります。キリシタン弾圧の時、時の権力

者たちがクリスチャンを捕らえて、そし

て様々な苦しみに遭わせて転向させる。

転ばせるといいますか、その信仰を捨て

させようとしました。その時の戦いはま

さに信仰の戦い、文字通りであります。 

 

私の母方の実家がそうでありますが、

五島列島出身で、そこの小さな村の代官

をしていたのです。代官屋敷にはその当

時、踏み絵を踏ませる物が残っていた。

そこの息子の一人、彼は今の福岡大濠公

園教会の始まりになった人物であります

が、若い時、福岡へ出て来て、事業を興

し、苦労を重ねて、やっと生活を築き上

げた。その時に信仰へ導かれて、イエス

様を信じるようになった。まずは奥様が

信仰を持たれたのです。私の母の伯父叔

母になりますが、おじはまじめな人物で

あっただけに、かたくなに信仰に入るこ

とを拒みました。それは自分の先祖は、

クリスチャンを弾圧した。踏み絵を踏ま

せた時代に生きてきた自分、そのことが

どうあっても許されるとは信じられない。

その葛藤が強かったのです。ところが最

終的に主イエス・キリストの赦しの中に

あることを信じて、救いにあずかって、



4 

 

その生活がガラッと 180度変わりました。

やがて自分の家を解放して、イエス様の

福音を伝えようとしたのが、「浜の町伝

道館」という教会の始まりであります。 

 

そういう外側から激しく責め立てられ

る弾圧の時代、そこで信仰を持ち続けよ

うとして戦う戦い、これはそれぞれの時

代に応じて変化して行きます。しかし、

どんな時代を通しても変わらない信仰の

戦いがある。それは私たちの内なるもの

との戦いであります。私たちの心にある、

私たちの中にある思い、感情であるとか、

情欲であるとか、あるいは自我性という

己を義とする思いです。 

 

 11 節に「しかし、神の人よ。あなたは

これらの事を避けなさい。そして、義と

信心と信仰と愛と忍耐と柔和とを追い求

めなさい」とあります。ここに「これら

の事を避けなさい」と初めに言われてい

ますが、「それは何かと？ 」。それがす

ぐ前の 6章 1節以下から 10節までに細か

く語られています。4節以下に「彼は高慢

であって、何も知らず、ただ論議と言葉

の争いとに病みついている者である。そ

こから、ねたみ、争い、そしり、さいぎ

の心が生じ、5 また知性が腐って、真理

にそむき、信心を利得と心得る者どもの

間に、はてしのないいがみ合いが起るの

である」。これはまさに人の世の中の姿

です。争い合い、言葉を尽くして罵（のの

し）り合って、激しいいがみ合いが起こっ

てくる。どうですか？ 皆さん、こういう

話は日常茶飯に聞いているでしょう。今

でもその渦中にいる方もおられるかもし

れない。「あいつがどうだ」とか、「こ

いつがどうだ」とか、そういう生き方、

それに対して 7 節に「わたしたちは、何

ひとつ持たないでこの世にきた。また、

何ひとつ持たないでこの世を去って行

く」。まさにその通りです。私たちが生

まれた時、札束をもって生まれてきたら、

親は大喜び、大歓迎ですが、そんな人は

いません。誰も何も持たずに裸で生まれ

てきます。また死ぬ時もそうです。いく

ら蓄えてもみんな残して行く。残った人

は大喜びですから、蓄えていただいたら

良いのですが、まさに何も持たないで出

て行くのであります。また 8 節に「ただ

衣食があれば、それで足れりとすべきで

ある」。日々与えられる、神様が養って

下さるその分をもって、満足していなさ

いと言われる。ところが、なかなか今の

物質的な世の中にあってはそうは行かな

い。流行を見、また様々なコマーシャル

や宣伝の中で、あちらに興味がわき……、

人の欲が掻き立てられる。そうすると、

あれも要る、これも要る、「私は乏しい、

貧乏だ」と思う。そんなことはない、ま

ことに豊かな時代です。感謝がない、喜

べない、つぶやきと苛立ちと憤り、常に

何か欠乏症の中で、フラストレーション

の中で生きているのが多くの人々ではな

いでしょうか。信仰にあずかった私たち

も気が付かないうちに、そういう中に落

ち込んでしまう。9節に「富むことを願い

求める者は、誘惑と、わなとに陥り、ま

た、人を滅びと破壊とに沈ませる、無分

別な恐ろしいさまざまの情欲に陷るので

ある」。「私はクリスチャンですから…

…、私はイエス様の救いにあずかってい



5 

 

ますからそんなことはありません」とは

なかなか言えません。口先だけで言うだ

けでなく、自分の心をよくよく見ると、

いくらでもそういう思いが出てくる。10

節に「金銭を愛することは、すべての悪

の根である。ある人々は欲ばって金銭を

求めたため、信仰から迷い出て、多くの

苦痛をもって自分自身を刺しとおした」

と。まさにこの通りであります。様々な

欲に支配され、心が我利我欲に引かれて

いく。そして神様を忘れる。イエス様の

ことを忘れてしまう。これがいちばんの

致命傷です。クリスチャンとは名ばかり

になって、していること、語ること、思

うこと、どこにもキリストの「キ」の字

もない。香りもない。香りどころか欠け

らもない。これではまことに申し訳ない。

イエス様の救いにあずからせて下さった

のは、何のためか？ それは私たちの性状、

性格、内側から全て造り替えて、「だれ

でもキリストにあるならば、その人は新

しく造られた者である」（コリント第二 

5:17）とあるように、全てを造り替えて、

私たちをキリストのかたちに形作って下

さる。イエス様のすがたにまで私たちを

変えようとしている。神様の進められる

再創造、私たちを造り替えるわざの中に

いま生かされている。だから、そのこと

を絶えず自覚して行きたいと思う。イエ

ス様の姿かたち、キリストの形を得るま

で、なお神様は熱心になって私たちに関

わって下さる。 

 

 親でもそうですが、期待する子どもに

対しては大いに叱ったり懲らしめたり、

いろいろなことをします。しかし、能力

のない子、「これが彼の精いっぱいのこ

とだな」と思う者に対しては、手加減を

します。だから、いろいろな問題の中に

置かれる人ほど神様のご期待が大きいの

です。“這（は）えば立て、立てば歩めの

親心”と言います。まさに親心をもって

神様は清め、造り直し、新しくし、神の

霊といのちと力に満たして生きるものに

変えようと、いろいろなことの中に置か

れるのです。だから「これらの事を避け

なさい」。「避けなさい」といわれて、

「避けました」と二つ返事で事が進むよ

うにはならない。ここが戦いです。それ

はまさに血のにじむような戦いであるか

もしれません。苦しいことであります。

イエス様に従うのか、あるいは自分の肉

の思いに従うのか？ 自分の感情に従う

のか？ ここが私たちにいつも問われる

ことです。 

 

11 節の後半に「義と信心と信仰と愛と

忍耐と柔和とを追い求めなさい」と。「義

と信心と信仰」、神様の義を求めて行く。

日々の生活の小さなことでも……、夫婦

の間でも、親子の間でも、つい「私が正

しい」「私の言っていることに間違いが

ない」と思ってしまう。「そんなことを

しては駄目よ！」と言いますが、本当に

駄目なのかどうか？ 「いや、絶対駄目！」

と自分が勝手に神様になって……。本当

にそれが正しいかどうか、これは分から

ない。神様がご存知です。義を求めると

は、神の義を信じて、神様の導きに委ね

ることに尽きます。相手がこう言う、こ

ちらの人もこう言う、右と言い、左と言

い、自分もよく分からない。あるいは「自
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分はこうだ」と思うことがある。そうい

う幾つかの選択肢の中で、神の義を求め

る。必ず神様が「よし」と思うことをし

て下さるなら、それがベストです。だか

ら、自分を出すことがいらない。自分の

ことを主張することがいらない。ここが

義を求めることですが、これがなかなか

できにくい。つい「あんなことを言って、

一応譲っておくけど、やっぱりあれは駄

目だと思うわ、私の考えのこちらでない

と」と、夜中に目が覚めるとカッカカッ

カして、「でも、もう仕方ない。あの時

『好きなようにしたら』と言ってしまっ

たから、でもこれからああなる、こうな

る」と、勝手に自分で先行きを次から次

へと想像をたくましくする。これが私た

ちのいちばん悪い所です。「義と信心と

信仰」、信心も信仰も同じように思いま

すが、私たちが神様を信頼することです。

また神様が全てのものの根源であること

を信じて行くこと、これが信仰でありま

す。 

 

そして「愛と忍耐と柔和」、絶えずこ

のことを心掛けて行く。何だか自分の正

しさが否定されるような、自分の主張し

ていることに理があるように思う。その

時、他の人から違うことを言われてしま

うと、カッと腹が立つ。まさにそこで「忍

耐と柔和」、いいじゃないですか、相手

がそう言うならば。「それはそうね、あ

なたがそう思うのだったら、是非そうな

さったら良いじゃない」と譲れば良いの

です。「いや、譲ったら、どちらの方向

へ行くか分からない。私の目の黒いうち

はそんな勝手なことはさせられん」。そ

んなことを思うから間違う。どんなに皆

さんが、目を見張ってみても、神様はそ

の人に必要なことを必ず成し遂げられる。

だから、神を信じることは、自分を捨て

るのですから、気持ちが非常に楽なので

す。それを捨てるまでが戦いであるのは

確かです。いま一度、この信仰の戦いを

戦って、本当に神の義、神の力と恵みを

受けて、自らが造り替えられるのです。 

 

少しでも私たちの内にキリストのかた

ち、キリストの香りを放つ者へと変えら

れたいと思う。私たちを造り替えるのは

誰が造り替えるのか？ 「これは霊なる主

の働きによる」と、「コリント人への第

二の手紙」（3：18）にあります。御霊が

私たちの内にあって、思いを与え、願い

を起こさせ、私たちの思いを導かれるの

であります。だから、常に、その戦いの

中で、自分が力を尽くして頑張って、何

とか自分の心を一生懸命に押さえ込んだ

って、なかなか押さえ込めない。その時、

御霊の導きに委ねて行く。神の霊が常に

私たちの内に働いて下さるのであります。

自分はこうありたいと思いながら、でき

ない自分にぶつかった時、そこでどうす

るのか？ そこで御霊が私のうちに働い

て下さることを信じて、その御霊の力に

委ねる。これを努めて行くことです。 

 

「エペソ人への手紙」6章 10節から 13

節までを朗読。 

 

12 節に「わたしたちの戦いは、血肉に

対するものではなく」とあります。信仰

の戦いとは、外側の人、あの息子のため、
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あの主人のため、あの子のために、あの

人この人、そういう人と戦うものではな

いのです。「あの人があんなことを言っ

て、ようし、今度コテンパンに言い負か

してやろう」と、そういう人との戦いで

なく、その人とのいろいろな軋轢（あつれ

き）といいますか、摩擦が起こった時、自

分の心がどんな状態かを知ることです。 

 

その心に働いているのは何か？ それ

がここに言われている「もろもろの支配

と、権威と、やみの世の主権者、また天

上にいる悪の霊に対する戦い」、「悪の

霊に対する戦い」なのです。「私の心に

はそんな悪の霊なんかいやしない」と、

聖人君子のような顔をしていますが、し

かし、決してそうじゃありません。私た

ちの内に、まさに悪の親玉である天上に

いる悪の霊が働いてくるのです。どうい

う形でか？ 「あんたが大将、あんたが言

うことは大丈夫、間違いない」「そうそ

う、やはり言わないかん、いかん」、ど

んどん後ろから押してくる。これは悪の

霊です。「ここで黙っていては駄目、あ

んたが軟弱だと思われる。相手から馬鹿

にされるから、ここでひと言言わなくて

どうする」と、心の中に声が聞こえてく

るじゃないですか。あるいは、右にする

か、左にするか、「ああしたらこのお金

が足らなくなる」「こちらを取ると時間

が無くなる」「こちらは健康がどうのこ

うの」と、どうしようか、どうしようか、

惑わせる力はどこから来るか？ 天上に

いる悪の霊です。誰の心にもそういう悪

の霊が働いてくる。それに対して戦わな

ければいけない。霊の戦いとは、まさに

ここです。その中にキリストの霊も働い

てくる。自分はどちらの側に立とうとす

るのか？ ここが、常に問われるところで

す。 

 

ピリポ・カイザリヤ地方へ（マタイ 16：

13～）イエス様が弟子たちと出掛けられた

時に、「世間の人々はわたしのことを誰

と言うか」と弟子たちに問われて、ペテ

ロが「あなたこそ、生ける神の子キリス

トです」と、イエス様を喜ばせるような

正解をしました。そのときイエス様は「こ

の事をあなたにあらわしたのは、血肉に

よるのではなく」と、「あなたの努力や

知識、勉強によって得たのではない」と。

「そうではなくて、天の父なる神様が、

あなたにこの事を教えてくださったので

す」と。良かったと、大喜びをして、イ

エス様はとうとう天国の鍵までくださっ

た。大盤振舞をした。その後です、イエ

ス様が「これからわたしはエルサレムへ

行って捕らえられ、そして十字架にかけ

られ、死んで三日目によみがえる」と、

イエス様の救い主としての使命について

語られた時、ペテロはびっくり仰天、イ

エス様を「ちょっとこちらへ……」と、

隅に呼び寄せていさめたと、叱ったので

す。「主よ。とんでもないことです。そ

んなことは言わないで下さい」と、ペテ

ロは引き止める。まさにそれは天上にい

る悪の霊の働きです。その時イエス様は

「サタンよ、引下がれ、あなたは神のこ

とを思わないで、人のことを思っている」

と言われた。私たちにもそれがある。天

上にいる悪の霊は、私たちの側に立って

くれるのです。「そうよ、そうよ、あな
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たが気の毒よ、そんな目に遭ったのだか

ら、いいよ、いいよ、そのくらいひと言

ぐらい言わな、何も後悔することはない、

ああ立派、よく言えたよ」と言ってくれ

る、おだててくれる。よしよしとなでて

くれるのは、悪の霊です。 

 

逆に、キリストの霊、主の霊に立つ時、

神のことを思うのです。「これは神様が

喜んで下さるに違いない」「こういうこ

とを語ることができたのは、神様が私に

このことを言わせて下さったんだから、

感謝です」と、主に対してつながる思い

になる。それとも自分が褒められ、尊ば

れ、認められることを自覚するのか？ こ

こがいちばんはっきりとした境い目です。

だから、信仰の戦いは、実に分かりやす

いのです。「いいよ、いいよ、あなたの

ために何でもしてあげるから……」と、

すると次から次へと要求が出てくる。言

った以上、「仕方がない、言ってしまっ

たのだから……、まぁいいか」と良き思

いで始めたことが、次にまた要求が出て

くる、これも出てくる。そうすると、だ

んだんつぶやく思いが湧いてくる。「ど

うして私が、あんなことまでしなきゃな

らない」、不平や不満が爆発する。その

時立ちどまって、「いま私のこの思いは、

主が喜ばれるだろうか？ 」と、神様のほ

うに思いが向くか向かないか？ ここが

勝利の秘けつです。朝起きてから夜寝る

まで、どんな時にもいつも自分の心に思

う思いが、誰を思っているのか？ イエ

ス・キリストを思う思いがあるのか？ そ

こに心を向ければ、一瞬にして、天上に

いる悪の霊に打ち勝つことができるので

す。ペテロもそこでイエス様から「あな

たは神のことを思わないで、人のことを

思っている」と叱責されます。この場合

の「人」は、自分自身を含めてです。自

分の立場、自分のメンツ、自分の利益、

自分の何かを求めようとしているならば、

それは天上にいる悪の霊が私たちを支配

している時です。「主が何とおっしゃる

のか？ 」「イエス様は何とおっしゃるの

か？ 」「主が喜ばれるのは何だろう

か？ 」。絶えずよみがえりの主を前に置

いて、その方に心を向けること、これを

努めて行く。これが信仰の戦いです。 

 

「テモテへの第一の手紙」6 章 12 節に

「信仰の戦いをりっぱに戦いぬいて、永

遠のいのちを獲得しなさい」。イエス様

の救いにあずかって、神の民とせられ、

この地上にあって、なお肉体をもってこ

の戦いの中に置かれますが、しかし、私

たちの戦いが終わる時、この地上の使命

を果たし終えたならば、喜んで永遠の御

国に帰らせていただく。そのためにこそ、

いま神様が、私たちを清め、整え、御国

にふさわしい者へと変えて下さるばかり

でなく、私たちを通して神のいますこと

を証しさせようとしている。語らせよう

としています。だから、12節の後半に「あ

なたは、そのために召され、多くの証人

の前で、りっぱなあかしをしたのである」

と、テモテのことを褒めています。おそ

らくテモテもいろいろな戦いの中にあっ

たのです。その中で主に従う道を選び取

って行きました。時にはそれは厳しい選

択であったかもしれません。 
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私には兄弟姉妹が 6 人いました。生ま

れて半年で亡くなった弟と、それから 2

週間目で亡くなった弟と二人、豊と恵と

いう子がいた。豊だったと思いますけれ

ども、生まれて半年で亡くなりましたが、

夕方から熱を出したのです。ところが、

その時ちょうど製鉄所の起業祭の時です。

中央町を中心に祭が行われていました。

そこで市内の教会が協力して、伝道集会

をすることになっていた。その日、たま

たま前田教会が当番になっていた。どう

しても父が出掛けなければならない。子

どもが発熱し、グタッと悪い状態になっ

ていた。父はその時、戦いました。集会

を断って、子どもの看病をすべきだろう

か。しかし、伝道は自分たちのためでは

ないから断ることはできないし、決断を

迫られた。その時「真剣に祈った」と父

の証に語られていますが、その時、もし

この子が死ぬべきは死ぬべし、主が与え

主が取り給うならば死の時がくるに違い

ないから、自分がいくらそばにいても、

この子が治るわけでもないから、いま自

分がすべきことは主に仕える僕として、

その御用のために出掛けることしかない。

祈りに祈って、一つの決断を下したので

す。そして夕方からその集まりに出掛け

ました。そして、夜九時か十時ごろ……、

今のように携帯電話があって、様子を聞

けるわけではないから、帰るまで何の音

沙汰もない。どうなっているか心配しな

がら、父も心せかれて帰った。何と帰っ

てみたら、その子の熱が引いていて、そ

して元気になっている。父は、「本当に

主に仕えることができる喜びは、こうい

うことなんだ」と。そのいちばんの戦い

は、自分の中に「主に喜ばれる道であろ

うか？」「この子のために、この家族の

ために……」と、人を思う思いに立つの

か。絶えず私たちはそこを問われる。 

 

私たちの信仰の戦いを戦わなければ永

遠のいのちにあずかることはできません。

しかし、戦うとは、私たちが常に主に思

いを向けることです。「ダビデの子孫と

して生れ、死人のうちからよみがえった

イエス・キリストを、いつも思っていな

さい」（テモテ第二 2:8）。どんなことで

も、「これは主のためであるのか？ 」「こ

れは主が喜ばれるであろうか？ 」「私は

誰のことを思っているのだろうか？ 」、

たとえ自分の愛する人であり、掛け替え

のない相手であっても、人のためだった

ら、それは悪の霊の働くところです。愛

の業に見えても、それが主の思いと離れ

ていれば、それは腐敗です。そこにはい

のちがありません。 

 

私たちはいつもこの二つの間に立たせ

られています。与えられた地上の旅路の

中で、信仰の戦いを勝ち抜いて、やがて

勝利して行きたいと思う。「永遠のいの

ちを獲得しなさい」、約束を具体的に手

にするまで、地上の旅路をしっかりと戦

いぬいていきたいと思います。 

 

ご一緒にお祈りをいたしましょう。 

 

 

 

 

 


